
キョーリン製薬グループの全体像

当社グループは、事業持株会社である杏林製薬とその子会社であるキョーリン リメディオ、キョーリン製薬グループ 

工場によって医療用医薬品を主とする医薬品事業を展開しています。新医薬品事業では、オリジナル新薬の創製、医薬品

の開発、生産、販売を行うとともに、環境衛生や感染症診断に関わる製品、一般用医薬品等を販売しています。後発医薬品

事業においては、後発医薬品の自社開発、生産、販売を行っており、新医薬品事業との連携により高品質かつ信頼性の高い

製品の安定供給に努めています。

杏林製薬株式会社
キョーリン リメディオ株式会社

キョーリン製薬グループ工場株式会社

キョーリン製薬グループ

財務ハイライト（2023年度実績） 非財務ハイライト（2023年度実績）

売上高

1,195億32百万円

営業利益

62億34百万円

新薬比率※1

47.4％

売上シェアNo.1製品

ラスビック
ベオーバ

CO2排出量削減率 

対2015年度比※2

25.5％

水使用量

219千m3

男性育休取得率

38.6％

エンゲージメントサーベイ 

「働きがい」スコア

4.5

女性管理職比率

8.5％

ROE

4.3％

1株当たり配当金

52.00円

設備投資額

65億87百万円

1株当たり当期純利益

95.41円

親会社株主に帰属する当期純利益

54億75百万円

研究開発費

80億19百万円

※1 国内医薬品（ロイヤリティー除く）の売り上げに占める新薬の比率
※2 Scope1 + Scope2

区分別
売上高比率

新医薬品等
（国内）
69.1%

新医薬品
（海外）
0.3%

後発医薬品
30.6%

健康診断 

受診率

100％

ストレスチェック 

受検率

97.5％
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